
第20回中小商工業全国交流・研究集会

中小商工業と地域の力で 幸せで公正な社会を
ＨＰ・メールニュース<№６>
2017年8月25日
第７分科会「産学連携で切り拓く新製品・新分野」
共同開発した小型風力発電プロジェクトと地域の現状や、発酵装置を利用した熱エネルギーの利用についてまた、鍛冶屋の技術と産学連携で作り上げたロケットストーブなど製品開発や様々な連携などについての報告を予定しています。新分野への挑戦を探り、営業を伸ばす工夫を交流します。
また商工交流会のオプション企画（９月３日の閉会全体会終了後、１５時３０分に３号館前に集合）として、愛知大学にある生活産業資料館を特別開館していただき、産業遺産「ガラ紡」動態展示を見学できることになりました。ガラ紡績機、合糸機、撚糸機の３台とも実演可能で動態展示している全国唯一の施設です。ぜひご参加ください。詳細は下記の通りです。
＊中小商工業全国交流・研究集会「オプション企画」のご案内＊



日本が誇る産業遺産・三河ガラ紡の動態展示見学
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「ガラ紡」とは、ガラ紡績機を使って綿から綿糸を紡ぐ紡績のことで、稼働中に「ガラガラ」と音がすることからガラ紡と名付けられました。ガラ紡績機は1873年に信州の臥雲辰致によって発明され、1878年の第1回内国勧業博覧会で「本会第一の好発明」として鳳紋賞杯を受け、全国に知られていきます。

その後、ガラ紡績業はとくに愛知県の矢作川流域で発展し、1960年代頃まで三河の地場産業として栄えました。ガラ紡から紡がれるガラ紡糸は、手紡ぎのように撚りが甘く、独特の糸むらがあり、優しい風合いが特長です。

2005年10月に大学記念会館1階に設置されたガラ紡展示室には、長さ3間のガラ紡績機（全長約5.9m、228錘）と長さ1間の合糸機（全長約2.1m、4錘）、長さ2間の撚糸機（全長約4.1m、56錘）の3台の機械が並んで展示されています。

ガラ紡績機、合糸機、撚糸機ともに実演可能です。ガラ紡機の各種部品やガラ紡糸なども展示しており、三河ガラ紡に特化して動態展示する全国的にも珍しい展示室です。（大学HPより）
＊＊＊《移動分科会①「豊橋まちゼミ視察」》＊＊＊
定員になりましたので、受付を締め切りました。
＊＊＊《移動分科会②「農商工連携レモン＆牛乳deぷちっと渥美半島》＊＊＊
　まだ空きがあります。（定員40人、別途費用3,000円）
＊＊＊《参加申し込みについて》＊＊＊
１、日時・開催場所　
第１日：９月２日（土）

【全体会】13：00～（受付12：00～）（アイプラザ豊橋）
【パネルディスカッション】16：00～18：30 （アイプラザ豊橋、愛知大学）
【基礎講座】16：00～18：30（アイプラザ豊橋、愛知大学）
【参加者交流会】19：00～　（愛知大学　大学生協カフェテリア）
参加費（別途）5000円　＊事前申し込みが必要です＊
第２日：９月３日（日）（愛知大学）
【分科会】9：00～12：30　13分科会
【閉会全体会】13：20～15：20
【オプション企画】15：30～

２、参加費　　２日間：10,000円、学生・院生3,000円
〔送金方法〕
■銀行振込　　りそな銀行  目白出張所　普通預金0033885　「商工交流会」

■郵便振替　　00100-4-76755　「商工交流会実行委員会」

■現金書留　　〒171-8575　豊島区目白2-36-13　全商連会館内

第20回中小商工業全国交流・研究集会全国実行委員会
＊問合せ・参加申込みは民商・全商連まで。全商連　電話03-3987-4391
参加申込みはまだまだ受け付けております！





参加される方は9月3日の閉会全体会終了後、15時30分に3号館の前にお集まりください。担当者がご案内します。見学は約40分です。








